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6
月
18
日
、菅
政
権
と
し
て
は
初
の「
骨

太
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
が
、
医

療
・
社
会
保
障
の
分
野
で

は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
削
減
を

続
け
る
政
府
の
姿
勢
が
あ

ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
全
般
に
つ
い

て
は
「
総
合
的
な
検
討
を

進
め
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
2
0
2
2
年
〜
24
年

度
の
社
会
保
障
関
係
費
は

「
実
質
的
な
増
加
を
高
齢

化
に
よ
る
増
加
に
相
当
す
る
伸
び
に
お
さ

め
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
、
自
然
増
を
高

齢
化
分
に
限
定
し
て
お
り
、
「
総
合
的
な

検
討
」
と
は
社
会
保
障
の
抑
制
路
線
の
継

続
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
を
受

け
て
、
「
感
染
症
で
顕
在
化
し
た
課
題
の

克
服
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
、
保

健
所
設
置
の
拡
充
や
感
染
症
の
専
門
知
識

を
持
つ
人
員
の
拡
充
は
取
り
上
げ
ら
れ

ず
、
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
を
受
け
入
れ
て
き

た
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
の
見

直
し
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

都
道
府
県
に
対
す
る
統
制
を
強
化
し
、

病
床
再
編
・
削
減
と
医
療
費
抑
制
を
加
速

さ
せ
る
方
針
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。「
一

人
当
た

り
医
療

費
の
地

域
差
半

減
」
を
目
指
す
と
し
て
、
都
道
府
県
ご
と

の
病
床
再
編
・
削
減
目
標
の
進
捗
状
況
を

公
表
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
都
道
府
県

の
責
務
を
明
確
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
生
活
保
護
制
度
の
医
療
扶
助
受

給
者
の
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
の
加
入
の
検
討
も
深
め
る
と
し
て
お

り
、
生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
果
た
す
べ

き
国
の
責
任
を
放
棄
し
、
国
の
財
政
負
担

を
地
方
自
治
体
や
国
民
に
押
し
付
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
は
、
衆
議
院
選
挙
が
迫
る
9

月
〜
10
月
を
「
社
会
保
障
拡
充
月
間
」
と

位
置
づ
け
て
学
習
・
署
名
・
宣
伝
な
ど
の

行
動
を
展
開
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療

・
社
会
保
障
の
脆
弱
さ
が
露
呈
し
た
な

か
、
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
」（
日
本
国
憲
法
第
25
条
）

の
回
復
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

8
月
20
日
、
東
京
地
裁
1
0
3

号
法
廷
で
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
3
陣
第
4
期
日
が
開
廷
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
3
人
の

原
告
（
藤
田
淳
子
さ
ん
・
足
立
、

佐
藤
武
夫
さ
ん
・
新
宿
、
大
関
勝

義
さ
ん
・
多
摩
西
部
）
が
裁
判
官

の
交
代
も
あ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

被
害
実
態
を
証
言
し
、
ま
た
弁
護

団
は
最
高
裁
判
決
後
、「
主
戦
場
」

と
な
っ
て
い
る
企
業
責
任
に
つ
い

て
意
見
陳
述
を
行
な
い
ま
し
た
。

開
廷
に
合
わ
せ
て
、
地
裁
前
で

集
会
を
実
施
。
2
人
の
兄
を
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
で
亡
く
し
、
3
陣
で

自
ら
原
告
と
な
っ
た
吉
田
重
男
さ

ん（
村
山
大
和
）は
「
（
裁
判
闘
争

を
通
し
て
）
一
番
思
っ
て
い
る
こ

と
は
、
私
た
ち
に
製
品
を
売
っ
た

企
業
が
な
ぜ
謝
罪
を
し
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
最
も
罪
滅
ぼ
し

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
企

業
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
謝

罪
の
場
に
引
き
出
し
た
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

地
裁
前
集
会
終
了
後
、
参
加
者

は
衆
議
院
議
員
会
館
に
移
動
、
院

内
集
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
唐
澤

一
喜
統
一
本
部
事
務
局
次
長
が
、

被
告
企
業
へ
の
行
動
、
被
害
の
掘

り
起
こ
し
、
労
災
認
定
を
広
げ
る

取
り
組
み
、
企
業
を
相
手
と
し
た

新
訴
訟
な
ど
に
つ
い
て
行
動
を
提

起
し
ま
し
た
。

8
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
「
臨
時
国
会
た
だ
ち
に
開
け
！

オ
リ
パ
ラ
強
行
で
な

く
、
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
最
優
先
に
！
憲

法
改
悪
反
対
！
菅
政

権
退
陣
！
」
を
掲
げ

て
、
月
例
の
総
が
か
り
行
動
が
行

な
わ
れ
、リ
ア
ル
で
3
0
0
人（
東

京
土
建
か
ら
は
リ
ア
ル
で
22
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
田
川
義

和
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は

菅
政
権
、
小
池
都
政
の
姿
勢
が
招

い
た
『
人
災
』
に
他
な
ら
な
い
。

菅
政
権
は
野
党
の
国
会
開
会
要
求

に
も
背
を
向
け
て
い
る
。
菅
政
権

の
退
陣
を
」

な
ど
と
訴
え

ま
し
た
。

立
憲
野
党

か
ら
は
、
福

島
瑞
穂（
社
民
）、白
眞
勲（
立
憲
）、

山
添
拓（
共
産
）の
各
議
員
が
あ
い

さ
つ
、
ま
た
辺
野
古
新
基
地
埋
め

立
て
に
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
遺
骨
が

混
入
す
る
土
砂
を
使
用
す
る
問
題

で
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
大
里
輝
男
さ

ん
（
多
摩
・
稲
城
）
は
「
安
倍
、

菅
政
権
と
続
く
隠
ぺ
い
体
質
は
酷

い
。
い
い
加
減
に
し
ろ
と
い
い
た

い
。
秋
に
予
定
さ
れ
る
総
選
挙
で

政
権
交
代
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
新
宿

・
書
記
・

秋
山
清

記
】
新
宿

支
部
は
都

議
会
議
員

選
挙
前
の

6
月
7
日

に
建
設
国

保
へ
の
都

費
補
助
金

賛
同
署
名

の
お
願
い

を
伊
藤
賢

司
委
員
長
、
半
澤
信
司
書
記
長
を

先
頭
に
行
な
い
、森
口
つ
か
さ（
都

民
フ
ァ
）、古
城
ま
さ
お
（
公
明
）、

大
山
と
も
子
（
共
産
）
の
3
都
議

か
ら
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

要
望
実
現
に
向
け
て
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
（
森
口
都

議
）
、
「
み
な
さ
ん
の
思
い
を
伝

え
ま
す
」
（
古
城
都
議
）
、
「
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
ぬ
く
都
政

を
つ
く
る
た
め
、
建
設
国
保
へ
の

補
助
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
ご

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
（
大
山

都
議
）
と
、
暖
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
吉
住
は
る
お
都
議（
自
民
）

か
ら
も
8
月
16
日
に
署
名
を
い
た

だ
き
（
関
口
弘
副
委
員
長
が
要

請
）、こ
れ
で
新
宿
区
選
出
の
す
べ

て
の
都
議
会
議
員
か
ら
賛
同
署
名

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
8
月
23
日
、
中
野
支
部
で

は
中
野
区
議
会
委
員
会
室
で
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
中
野
区
議
団
と
の
政

策
懇
談
会
を
実
施
。
代
表
の
荒
木

都
議
と
区
議
2
人
、
組
合
側
は
阿

部
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
4
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

9
月
に
開
会
す
る
第
3
回
定
例

会
で
は
、
来
年
度
の
事
業
計
画
が

議
論
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
前
に
、

毎
年
、
自
民
、
公
明
、
立
憲
、
共

産
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
5
会
派

に
要
望
書
を
提
出
。
意
見
を
交
わ

し
ま
す
。

中
野
支
部
で
は
、
毎
年
7
月
に

「
産
対
諮
問

会
議
」
を
開

催
し
、
公
共

工
事
に
携
わ

る
事
業
主
か

ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
後
、
座

長
か
ら
答
申

を
受
け
ま

す
。
そ
れ
を

も
と
に
要
望

書
を
取
り
ま

と
め
、
各
会

派
や
行
政
に

提
出
す
る
流

れ
で
す
。
こ

と
し
は
感
染

者
の
急
増
で

で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

例
年
8
月
に
区
政
報
告
会
、
1
月

に
行
政
報
告
会
を
実
施
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
報
告
を
受
け
つ

つ
、
実
施
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
公
契
約
条
例
の
実
施

や
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
拡
充
、

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
機
動
的
な
適

用
、
公
共
施
設
の
木
材
利
用
な
ど

17
項
目
に
つ
い
て
要
望
。
い
ず
れ

も
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

盆
明
け
に
秋
の
拡
大
月
間
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
文
京
支
部
で

は
、
8
月
1
日
の
常
任
執
行
委
員

研
修
の
際
に
、
拡
大
月
間
を
ど
の

よ
う
に
迎
え
る
か
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
役
員
宅
に
ポ
ス
タ

ー
や
ス
テ
カ
ン
を
掲
げ
て
、
拡
大

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い

う
話
に
な
り
、
既
設
の
と
こ
ろ
に

は
付
け
替
え
、
未
設
の
と
こ
ろ
に

は
積
極
的
に
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

8
月
6
日
、
執
行
委
員
会
の
開

始
前
に
木
村
雅
一
厚
生
文
化
部
長

（
前
後
継
者
対
策
部
長
）
と
来
栖

紳
介
書
記
で
行
動
し
ま
し
た
。
ま

ず
向
か
っ
た
の
は
、
総
合
イ
ン
テ

リ
ア
を
営
む
大
靏
（
お
お
つ
る
）

圭
一
後
継
者
対
策
副
部
長
の
事
務

所
。
大
靏
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
不
忍

通
り
に
面
し
た
宣
伝
効
果
が
大
き

い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
台
風
の

接
近
で
今
に
も
雨
の
降
り
だ
し
そ

う
な
な
か
、
て
き
ぱ
き
と
ス
テ
カ

ン
を
取
り
付
け
、
ポ
ス
タ
ー
は
と

り
あ
え
ず
持
っ
て
記
念
撮
影
。

こ
の
後
、
既
設
の
横
田
亮
一
後

継
者
対
策
部
長
の
と
こ
ろ
に
も
回

り
、
新
し
い
ス
テ
カ
ン
を
設
置
し

ま
し
た
。

３
陣
第
４
期
日
、地
裁
で
開
廷

アスベスト

国会行動

感
染
拡
大
は「
人
災
」

企
業
責
任
中
心
に
陳
述

企
業
責
任
中
心
に
陳
述

要請書を渡す阿部委員長（中央）。左から
都民ファーストの会の渡辺区議、内野区議

命
と
暮
ら
し
を
最
優
先
に

建
設
国
保
の
賛
同
署
名

新宿

４
都
議
全
員
か
ら

地裁前集会で発言を聞く原告ら

吉住都議（右）と関口副委員長

公
契
約
等
１７
項
目
で

中野

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
懇
談

新ステカンを設置
拡大月間まず宣伝から

大靏さんの事務所の前で

今
こ
そ
社
会
保
障
の
充
実
を

文
京

求

人

求

職


